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機運醸成にむけた装飾

アスリートと関係者にとって安全でスムーズな動線

オリンピック・パラリンピック　
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 成田空港のTotal Airport Management(TAM)

■ トータルエアポートマネジメント   （Total Airport Management）
　     ・エアサイド （航空機の戦略的流動管理）
     　・ランドサイド （乗客・手荷物・貨物の戦略的流動管理）

航空路の航空交通管理
（空港との協調的連携強化）

乗客・手荷物・貨物の流動管理
（空港ランドサイド）

航空機の流動管理
（空港エアサイド）

「ファストトラベル」
・旅客流動管理
（PFM）
・FaceExpress

航空局による
取り組み

「空港CDM」
定時運航の
促進に向けた
取組
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CustomerAirportAirline

・待ち時間の短縮
・顧客体験価値の向上
・安全・安心の向上

・人的リソースの最適配置
・顧客満足度の向上
・定時運航率の向上

・混雑の緩和
・ターミナル処理能力の向上
・非航空収入の増大

COVID-19

お客様とスタッフの接触を削減

FAST TRAVEL推進のメリット ランドサイド
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Boarding gate4

Check-in kiosk1
Bag drop2

Security gate3

パスポート

搭乗券

＜新サービスの名称＞

Face Express - 概要
2021年7月より、成田空港・羽田空港で運用開始

トークン生成
顔パス

顔パス

顔パス
ContactlessContactless

ランドサイド
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 「空港CDM」の概要

CDM:協調的意思決定（Collaborative Decision Making）「空港CDM」の概要

「空港CDM」とは、管制機関・航空会社・ﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ会社・空港会社などの関係者が相互に予測さ
れた航空機の運航情報及び空港の運用情報をタイムリーに共有し、現有するスタッフ・機材・施設な
どのリソースを最大限に活用して協調的に空港運用能力を強化する取り組み。
成田空港においては、空港CDM用システムを介したネットワークを構築することにより、これらの情報
を管制機関や空港関係者間で共有。

期待される効果

「空港CDM」により効率的な空港運用及び定時運航の促進が図られる
☆発着回数（時間値）の拡大      
☆地上走行時間の短縮/離陸待ち行列の分散による遅延緩和
☆航空機の消費燃料削減、CO2削減

エアサイド
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成田空港CDMシステムの構成
システム系統図

航空局システム

成田空港
ＣＤＭシステム

航空会社・航空局・NAA等

航
空
機
運
航
情
報

Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｔ

航空機運航
情報（TSAT
等)算出

インターネット回線

Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｔ

スマートフォン
タブレット PC

空
港
運
用
情
報

空
港
運
用
情
報

航
空
機
運
航
情
報CDM関係者空港運用情報

航空機運航情報

☆ 航空局のレーダー情報等を活用した
管制支援機能により算出される航空機
運航情報は、NAAが整備した “成田
空港CDMシステム” に送信され、成田
空港CDMシステムにて編集し、関係者
の端末に提供、共有される。

☆ 出発/到着、 便名/型式、 スポット
番号、 出発地/目的地、 スポットイン/
アウト予定時刻、 プッシュバック承認時
刻、 離陸予測時刻、 出発制御時刻(
フローコントロール)、 使用予定滑走路
、 時間別計画/実績便数 等の情報を
提供し、関係者間で共有。

☆ 滑走路・誘導路等の運用状況、
航空保安無線施設、航空灯火等の
運用状況、雪氷情報、気象情報等
の空港運用に関する情報を一元化、
可視化して提供し、関係者間で共有。

エアサイド

TSAT(Target Start-up Approval Time)：目標ブロックアウト時刻
TOBT(Target Off-Block Time)：オフブロック予定時刻
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成田空港の運航便データのサイロ化

航空局システム
(TEAM)

成田空港
ＣＤＭシステム

航空会社・航空局・NAA等

スマートフォン
タブレット PC

CDM
関係者

航空局システム
(FACE)

成田空港
運航情報
管理システム

専用
端末

NAA
ランプコントローラー

エアライン
システム

成田空港
フライト情報
システム

空港内
各ディスプレイ

お客様

空港内
入力端末

空港内通信
ネットワーク

空港内通信
ネットワーク

インターネット回線

専用
端末

各システムのデータは一部を除きそれぞれが保持しており、データ連携や活用がしづらい
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成田空港の運航便データを柔軟に利活用

外部データ

航空会社・航空局・NAA等

スマートフォン
タブレット
（アプリ）

PC

CDM
関係者

航空局システム
（SWIM）

NAA
ランプコントローラー

エアライン
システム

空港内
各ディスプレイ

お客様

専用
端末

HP
アプリ

空港内
入力端末

お客様や
空港関係者

スマートフォン
タブレット
（アプリ）

PC

データ統合プラットフォーム（一元的に保持・管理）

スマートな出発・到着案内 過去データに基づき
　　　予測精度向上

 　運航効率化

関係者間でシームレスに
    情報連携

リアルタイムな情報共有

　新サービスによるCS向上
  新サービスによるES向上
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成田空港における課題と検討会に期待すること

上空の航空交通流に関する情報や、航空機の位置情報が共有されるようになると・・・
（航空会社）他社便も含めた航空交通流全体の運航状況が把握でき、到着後の対応や地上スタッフの人
員配置といった計画変更に柔軟に対応できる。
（空港）運航時間延長の早期予測、効率の良いスポット計画への変更、二次交通、旅客対応の準備に活
用できる。

地上走行中の航空機の動態を航空会社、空港に共有されるようになると・・・
（航空会社、空港）上空の航空交通流全体の運航状況と併せ、空港全体の地上航空機の動態把握に
よりそれぞれの業務における予測、対応、オペレーションの改善に役立てる。

運航実績データが蓄積され、分析で利用できるようになると・・・
（空港）実績データを元にした施設整備計画、運用改善の検討ができる。実態調査を行わなくても効果を
検証することができる。

成田空港における課題①（情報提供）

検討会に期待すること
航空交通流、航空機位置、マルチラテレーションの各情報を航空会社、空港会社に提供いただきたい
これらデータが蓄積されている基盤を整備いただき、データ連携していただきたい



15

成田空港における課題と検討会に期待すること

航空会社－空港間、航空局－空港間、空港－空港間を接続する航空業界全体で利用できる一元的
な情報連携基盤があると・・・

（航空会社）空港CDMなどで空港毎にシステム接続をする必要がなくなる
（空港）航空会社、航空局、他空港との情報連携でそれぞれ回線や接続手段を確保する必要がなくなる
           就航先同士の空港CDM連携により相手空港の運用状況が把握可能になる
（航空局）航空会社ごと、空港CDM導入空港ごとに接続回線を設けなくてもよくなる

空港CDM情報(空港運用、TSAT運用)を航空機乗員や旅客へ直接伝達できるようになると・・・
（航空会社）地上スタッフによる航空機乗員への情報伝達の円滑化、省力化。
（空港）TSAT運用の円滑な実施。旅客向けアプリ開発を空港ごとに行う必要がなくなる

成田空港における課題②（情報連携基盤強化）

検討会に期待すること
情報連携基盤構想の実現
航空機乗員への情報伝達手段の確立、オープンデータ化によりサードパーティによる旅客向け航空・空港
情報アプリ開発を促進
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ご清聴ありがとうございました


